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＜デイケア事例検討＞

上野　千奈津　様（36）

主病名：統合失調症　利用期間：2年2ヶ月目
検討内容　今後の対応と治療計画の見直し

治療計画

1 定期的な通所が出来るよう外来受診時に面談を行う。

2 生活状況や精神状態の確認を行う。

最近の様子
· 外来受診時に外来へ行って面談しているが、本人様が外来予定日以外に変更してしまう為、実際に会えるのが月1回程度である。
· 9月に急に化粧やスカートを履いて外来受診されており、理由を尋ねると「母にそんなんじゃダメだといつもの服装について言われたから」と話されている。10月はTシャツ、短パン
普段の服装に戻っている。

· 「最近イラストの勉強をしている」と話されているが、その他にもたくさん勉強したいと話されているが出来ていない状態である。

· 「深夜のコンビニのバイトがしたい」と話されていたが、生活リズムが崩れる事を伝えると「辞めたら買い物に行けなくなるからやらない」と話されている。

· 「家の近くの施設に通いたい」「青山荘に通いたい」と次から次へと話されている。

· 何事にも長続きしない状態である。

· 「外来から青陽館までのバスがあったら通所に通えるのに」と話されている。

· スタッフより通所に通うように伝えるが出来ていない。

· 病状が悪いと「私が考えていることが他人に伝わっている」と話される。

今後の関わり
· 家族以外との関係を持ちつつ、外界との関わり継続して行えるように、外来受診時はスタッフが外来へ行き、引き続き面談を行っていく。

治療計画の結果
1 自宅以外での関わりをもっていけるように、外来受診時に面談し、来所するように促していく。

2 生活状況や精神状態の確認を行う。（継続）
＜プログラム検討＞

· 12月と1月の実施予定プログラムについて

	12/28

～12/30
	午前：年末掃除　　

午後：自主活動

	12/31

～1/1
	正月行事

	1/4

～1/8
	午前：自主活動

午後：自主活動・面談


＜環境整備＞

· 今月より3F倉庫の掃除を実施予定。そのため、各自ダンボール（2Lペットボトル6本入り）を持ってくるように。

· 毎週金曜日のクモの巣取りは継続して実施していく。

＜新書式検討＞

· 経過連絡表とデイケア録の書式は、修正と調整しながら現在進行中。

＜12月行事＞

· 12/25（金）クリスマス忘年会実施予定。

· 11/9～11/13にプログラムを使って運営について話し合いを実施していく。

※運営時間1時間15分。

※司会も利用者様が実施していく。

＜連絡事項＞

· 11/10（火）食事サービス提供管理委員会での意見の取りまとめを行うので、各自考えておくように。

＜利用者様情報＞

· 上川原　豊　様～昨日の外来情報で「通所のスタッフと面談した際に、歯科受診の回数が多い事に

関して、全部抜いてしまえば良いよと言われた事があり、殴りたくなった」と話された為、本日面談したスタッフが謝罪を兼ねて確認すると「この間の面談に言った」と話す。先月の面談時には歯科受診の話題には触れていない事を確認するが、その場からすぐに立ち去っている。その後のプログラムでは面談をしたスタッフに話し掛けて、和やかに過ごされている。

⇒今後、様子観察していく。

· 細越　定生　様～外来受診で遅れて来所されており「昨日何故か眠れなかった」と話され、ぼんや

りとした表情でされている。

⇒今後も引き続き様子観察していく。

· 繁名　和恵　様～来所時「眼が痛くて、眼が伸びた」と体調不良を訴え、その後も「具合が悪い」　

「幻聴が強い」と話され、帰宅要求あり。スタッフよりリスパダールを服用するように伝えると、服用してすぐに表情良くなり「大丈夫になった」と話されている。

· 富田　紀子　様～「青陽館でお風呂に入りたくない。お湯はぬるいし、水虫がうつるから。それに

お風呂は昼食後に入りたいから」と話されている。本人様へデイナイトケア利用者様と時間をずらして、湯を足して入るように伝え、様子をみていく。

· 高橋　幸雄　様～昨日外来情報で、通所を小中野にある“杏林会”に変更したいと希望あり、自分

で見学に行って来たと話されていた件について、担当スタッフが確認すると「通

所のプログラムは難しいし、プログラム枠がきついから、担当医の許可が出たら、杏林会に行きたいそこはプログラム枠がゆるいから」と話されている。

· 秋山　和子　様～2週間前から脇が痒いと訴えており、前回スタッフより脇ガードをつけないで様

子を見るように伝えているが、まだ継続してつけているとのこと。外来受診時に担当医に脇の痒みについて伝えるように説明している。また、スタッフより、脇を清潔にする方法や洗い方について指導していく。

· 高橋　百壽　様～朝電話連絡があり「今日背中をドアノブにぶつけたので、病院で紹介状を書いて

もらってから整形受診に行く」と話され、本日欠席されている。

· 高島　吉太郎様～箸入れに入っているスプーンを持っていくのが確認されており、スタッフより声　

掛けすると、ポケットから他にも3本出て来ている。再度、持って行かないように説明している。

· 高橋　洋子　様～運動療法時に特定メンバーが体勢を崩し、本人様の足を踏んだ事に対して大声で　

「痛い。痛い」と叫んでいる。その後、特定メンバーも謝罪し、本人様も「もう大丈夫だから」と話されトラブルになることはない。

· 神山　和典　様～昨日定時来所せず、自宅へ電話するが不通。すぐに折り返し本人から電話連絡あ

り遅れる旨連絡を受けている。本人へ連絡は早目に頂きたい事説明し、自宅へ連絡しても不通であった事を伝えている。本人から電話は入っていないとの発言聞かれている為、一緒に自宅の番号が間違いないことを確認。「電話壊れているのかな」と話しており、現在の携帯電話を8年近く使用し、近々使用出来なくなる通知も自宅に届いていると話す為、明日携帯電話を持参して頂きスタッフと使用可能か確認する事としている。

＜外来情報＞

· 船場　幸子　様～「調子が良い」と話されている。「11/10スタッフと一緒に八戸健診センターに

行って人間ドックを無料で受けてくる」と話され、紙を担当医に見せている。本日、シンラックとサンコバ点眼薬処方となっている。

· 山田　健次　様～収縮期の血圧が150～160ｍｍHgと高めで経過されている。受診時に測定すると

160/96ｍｍHgであり、本人様より「血圧の薬は追加しないで様子をみたい」と希望され、様子観察としている。

· 上久保　善郎様～「今はゴボウ掘りをしていて、次は長芋掘りになる」と話されている。

体重90.6ｋｇ、BMI32.5。

· 細越　定生　様～「内服薬を時々飲み忘れる」と話され、担当医よりしっかり服用するように伝え

ている。「数日間、寝つきが悪くて、体調も悪い」と話され、本日ロンフルマン（0.25）1錠、レボトミン（5ｍｇ）1錠が就寝前薬として処方されている。

· 長瀬　紘一郎様～「11/6に平和病院の検査に行ってきます」と話されている。毎日書いている血

圧も一定されており、調子も良いとのこと。

· 柳町　信之　様～「心臓がチクチクする」と話されており、脈拍72回/分と異常なし。「4日に痔

出血があった」と報告されている。

· 前野　義勝　様～「うみねこ幸房以外に仕事がしたい。幸房スタッフには今はまだ仕事を勧められ

ないと言われた」と話されている。担当医より、幸房での評価を上げてから考えましょうと伝えている。

· 中居　美津子様～「セルリアンの売上げが落ちてきた」と話されている。本人様より痛み止めが欲

しいと希望あり、ロキソニン処方となっている。
















